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１．はじめに
　相模原市立博物館では相模原市およびその周辺地域
の関東ローム層やテフラ層を中心とした剝ぎ取り標本
を何枚か所蔵している。これらの剝ぎ取り標本は展示
や学校教育の教材として活用されている。本稿では、
常設展示室に設置されている大型の剝ぎ取り標本と、
貸し出し用に作製された比較的小型の剝ぎ取り標本に
ついて述べる。

２．常設展示室の剝ぎ取り標本
　相模原市立博物館の常設展示室「自然・歴史展示室」
の「大地の生いたち」コーナーに 3枚の大型の剝ぎ取
り標本が展示してある（図 1）。1枚は相模野台地を構
成する田名原段丘の段丘堆積物であり、残りの 2枚は
箱根東京軽石を挟在する関東ローム層である。なお、
一見、剝ぎ取り標本のように見える富士相模川泥流堆
積物の壁面展示は、露頭より採集した富士相模川泥流
堆積物を用いて製作した模型（レプリカ）である（梶
浦，1996）。これらの大型の剝ぎ取り標本は、博物館
建設時に製作されたものであり、展示室の壁面に固定
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して埋め込まれている。そのため、取り外すことはで
きない。
　田名原段丘の段丘堆積物の剝ぎ取り標本は相模原
市南区当麻にある露頭のもので、大きさは、おおよ
そ、幅 380 cm×高さ 230 cmである（図 2）。下から約 
50 cmまでが段丘礫層で、その上位はすべて関東ロー
ム層である。剝ぎ取り標本のほぼ中央に厚さ約 15 cm
の断続的な富士相模野第 1スコリアを挟在する。富士
相模野第 1スコリアの上下それぞれ 15 cmほど（厚さ
約 30 cm）は周囲より明るい色合いになっている。こ
こは富士相模野第 1スコリアの約 15 cm下位に堆積し
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図 1. 常設展示室「自然・歴史展示室」の「大地の生いたち」
コーナー .
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図 2. 田名原段丘の段丘堆積物の剝ぎ取り標本 .

図 3. 箱根東京軽石を挟在する関東ローム層の剝ぎ取り標本 .
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図 4. クロボクと関東ローム層の境界部の剝ぎ取り標本 . 
スケールは 10 cm.

図 5. 相模野第 1スコリアの剝ぎ取り標本 . スケールは 10 cm. 図 6. 箱根東京軽石の剝ぎ取り標本 . スケールは 10 cm.

た姶良 Tn火山灰が拡散した部分である。流れる水の
働きで堆積した段丘礫層と火山灰が降り積もってでき
た関東ローム層が観察でき、さらに広域火山灰である
姶良 Tn火山灰が含まれることから、この標本は教材
としてすぐれている。実際にこの剝ぎ取り標本を活用
して、小学校第 6学年理科「土地のつくりと変化」の
単元の授業を博物館で行っている。
　箱根東京軽石を挟在する関東ローム層の剝ぎ取り標
本は海老名市大谷のものと座間市芹沢のものの 2枚が
展示してある。おおよその大きさは、海老名市大谷の
ものが幅 370 cm×高さ 230 cm（図 3）、座間市芹沢の
ものが幅 140 cm×高さ 190 cmである。どちらの標本
も、下から約 10 〜 15 cmのところに不明瞭ではあるが、
厚さ約 5 cmの箱根三浦軽石、ほぼ中央の高さに厚さ
約 35 〜 45 cmの箱根東京軽石、その直上に厚さ約 5 
～ 15 cmの箱根新期火砕流堆積物がみられる。授業で
時間がある場合には、これらの箱根東京軽石を挟在す
る剝ぎ取り標本の解説も行うことがある。

３．貸し出し用剝ぎ取り標本
　相模原市立博物館には貸し出しキットと称した学校
への貸し出し用教材がある。現在、貸し出し用の剝ぎ
取り標本は、クロボクと関東ローム層の境界部（相模
原市緑区根小屋および相模原市南区当麻）、富士相模川
泥流堆積物（相模原市緑区名倉）、相模野第 1スコリア（相
模原市中央区上溝）、箱根東京軽石（相模原市南区古淵）、
御岳第 1軽石（相模原市緑区名倉）である。貸し出し
用の剝ぎ取り標本の大きさは、御岳第 1軽石をのぞいて、
いずれも 33 cm× 53 cmに収まる大きさである。御岳第 1
軽石は 40 cm× 100 cm程度であるが、折りたたむことが
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４．おわりに
　相模原市立博物館の常設展示室に展示してある 3枚
の剝ぎ取り標本は「大地の生いたち」コーナーの “目
玉 ”となっており、小学校第 6学年理科「土地のつく
りと変化」の授業にも活用されている。学校の授業
における剝ぎ取り標本の活用の有効性はすでに指摘
されているが（例えば、藤岡ほか，1990；中野ほか，
2011；大﨑ほか，2011；横山ほか，2014）、当館にお
ける常設展示室での剝ぎ取り標本を活用した学芸員に
よる授業も好評である。また、貸し出しキットの剝ぎ
取り標本も、実際に標本を使って授業をされた先生方
の評判は非常に良い。剝ぎ取り標本とモデル実験等を
組み合わせた授業例も報告されており（武藤・川上，
2009；西城・長島，2012；中野，2013）、先生方の意
見を取り入れながら授業案や実践例を提示できるよう
現在準備を進めている。現在のところ、剝ぎ取り標本
だけの貸し出しであるため、露頭写真や解説シート等
も添付するなどして、より利用しやすい環境を整えて
いく必要がある。
　授業中に博物館に来ることができる小学校は近隣の
数校に限られており、貸し出しキットも博物館まで取
りに来てもらう必要があるので、市内であっても遠方
の学校には利用されていない。遠方の学校にどのよう
に利用してもらうかが、剝ぎ取り標本の活用面におけ
る今後の課題である。
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図 7. 御岳第 1軽石の剝ぎ取り標本 . スケールは 10 cm.

できる。貸し出し用の剝ぎ取り標本は、これまでのと
ころ、全てが小学校第 6学年理科「土地のつくりと変
化」の単元の授業で使用するために貸し出されている。
貸し出し頻度が高いのは、クロボクと関東ローム層の
境界部（図 4）、相模野第 1スコリア（図 5）、箱根東京
軽石（図 6）、御岳第 1軽石（図 7）であり、特に前者 3
つの頻度が高い。この 3つを、下から、箱根東京軽石、
相模野第 1スコリア、クロボクと関東ローム層の境界
部の順に模式柱状図様に掲示し、地層から読み取るこ
とができる相模野台地の地史を理解させる授業を行っ
た先生もいた。また、箱根や富士の噴出物と比較する
目的や火山噴出物の広域的な広がりを理解させるため
に御岳第 1軽石が借りられることも多い。富士相模川
泥流堆積物は貸し出し実績が一度も無い。泥流は小学
校での学習範囲外であり、当館の泥流の剝ぎ取り標本
が堆積構造を示さないため、小学校での教材として利
用しにくいことが理由として考えられる。


